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平成２７年７月定例教育委員会会議録 
 

 

１．開催日時 ： 平成２７年７月３１日（金）   午後３時００分 ～午後４時４５分 

２．会  場 ： 臼杵市役所  臼杵庁舎３階  ３０１会議室 

３．出席委員 ： 教育委員長         垂井 美千代 

         教育委員長職務代理者    野上 美智子 

委 員           渡辺 義弘 

         教育長           斎藤 克己 

  欠席委員 ： 委 員           神田 岳委 

４．出席職員           

教育次長兼教育総務課長   廣田 誠一     社会教育振興官      白根 和孝       

社会教育課長        矢野 晃      学校給食課長       斎藤 隆生 

教育総務課総括課長代理   佐藤 忠久     文化・文化財課課長代理  日高 昌幸 

学校教育課課長代理     斎藤 正雄     学校教育課指導主事    安東 憲雄  

教育総務課副主幹      宇都宮 律子 

  

５．傍聴人   津久見市 大村 正壽  臼杵市 木下 裕章 

 

６．開会宣言 

（事務局） 

開会に先立ちまして、本日の出席委員数の報告を行います。 

本日の出席委員 ４名、欠席委員 １名で、出席委員が過半数に達しましたので、臼杵市教育委員会会議

規則第３条の規定により本会は成立となりました。今回は２名の傍聴希望者がいます。津久見市の大村さんと

臼杵市の木下さんです。傍聴に関しては、臼杵市教育委員会会議傍聴規則第２条の規定により、どなたでも

委員長の許可を受ければ傍聴できることになっています。 

傍聴は、委員長の許可制ですが、教育委員皆さんの了解があれば許可するということにしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 
（委員長） 
   傍聴について許可してよろしいでしょうか。 
     （異議なしの声） 
 
（委員長） 
   それでは傍聴を希望する２名について傍聴を許可します。 
     （傍聴者２名入室） 
 
（委員長） 
   これより臼杵市教育委員会、平成２７年７月定例会を開催いたします。本日の委員会の会期は本日 

限りと致します。会議録署名委員に、野上委員、渡辺委員の２名を指名いたします。 
  今回、第３４号議案「平成２８年度使用中学校教科用図書の採択について」と４．学力向上について

のうち、「平成２７年度学力定着状況調査の報告について」と事務局から説明のある６．その他の「公

立で行う幼稚園教育について」を非公開としたいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１

３条第７項に基づき、採決を行います。 賛成の委員は、挙手をお願いします。  
    （全員の挙手あり） 

 

（委員長） 

３分の２以上の挙手がありましたので、３件については公開しないこととします。 
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７．教育長報告 

（委員長） 
   次第２の教育長の報告を求めます。 
 
（教育長） 

７月の主な事項を行事報告に沿って報告いたします。 ７月は祇園祭りが行われまして、渡御も環御

の両日とも天候が心配されましたが、雨も降ることなく無事に終了いたしました。 山内流も始まって

おりますが、今年度は昨年度を２０名程上回る入所がありました。 ２日に体育協会の表彰式が中央公

民館で行われ、体育功労者５名・スポーツ功労者７３名・スポーツ優良児童生徒１４６人が表彰されま

した。 ３日は臼杵市中高連携教育推進協議会がありました。これは中学校と高校の繋がりや情報交換

の場ということで、出席者は臼杵高校の校長・教頭、大分県高校教育課の担当者、市内の中学校の校長、

教育委員会事務局職員となっています。特に夏休みの学習サポーターを高校から来ていただくようにお

願いしたことと、高校と各中学校の連携についての話をしました。 ４日の福良小土曜ふれあい学校で

は解体が決まっている旧校舎とのお別れ会が行われ、私もそれに参加してきました。 ６日の校長会で

は夏休み期間中の生徒指導についてと、臼杵っこ検定について沢山の応募をしてほしいということをお

願いしました。 同日職員採用試験委員会があり、来年度採用は事務職８名、他４名程度となっており

ます。 ８日の青少年健全育成会総会についてですが、２年ほど開催されていなかったのですが自治会

連合会との調整ができまして、開催できるようになりました。 同日、別府大学との連携協議がありま

した。別府大学と臼杵市は協定を結んでいまして、今年石仏が国宝指定２０周年ということで写真展な

どの開催について検討いたしました。後ほど報告があるかと思います。あと、県の学力調査の結果が来

ましたが臼杵市の課題となっている中学校の方の定着状況が良くなかったということで、この対応につ

いても考えて行きたいと思います。 １３日に教頭会があり、夏休み前の最後の教頭会なので生徒指導

についてと不審者に注意するよう伝えました。 １４日に大分県体育保健課長が来庁されまして、フッ

化洗口の普及について協力してほしいという依頼がありました。 １５日経営本部会議があり、臼杵港

の整備を行い港湾背後地に緑地ができるのですが、その活用について検討するということと、来年度以

降の市役所の組織について説明がありました。 １６日は教育委員の皆さんに出席していただきました

総合教育会議があり、市長からの教育大綱案を受けて意見交換をいたしました。この日は台風の影響で

１日繰り上げて終業式がありました。 ２０日に山内流遊泳所開所式があり、垂井委員長と野上委員に

出席していただきました。この日から８月９日の遊泳大会まで山内流が行われます。今年度は昨年度を

上回る９６名の入所申込があったということです。 ２０日から２３日にかけて県中学総体が開催され、

いくつか応援に行ってきました。台風の影響等もあり、あいにくの雨でしたが、それぞれ一生懸命にや

る姿を見ることができました。九州大会や全国大会に出られる生徒もいます。 ２４日に新採用教職員

と４０歳以下の臨時講師対象の交通安全講習会を行いました。これは臨時講師のスピード違反を受けて

行われたものです。臼杵津久見警察署の交通安全係長から市内の交通事故等についての講習をしていた

だきました。意識付けしていくためには常々このような啓発が必要だと感じました。 ２７日に垂井委

員長にも出席いただいた中学校教科書選定委員会がありました。これは後ほど協議していただきます。

２８日から２９日に子ども市議会答弁検討会がありました。これも後ほどどのような質問があったかお

知らせしますが、８月７日に中学生対象の子ども市議会を開催し、６校１２名から質問をいただいてい

ます。市長をはじめ３役で回答いたします。 ２９日に中学校体育大会の九州大会に出場する生徒の報

告会があり、柔道女子、女子バドミントン他６種目の生徒が来庁しました。今回の出場は女子ばかりで

男子も頑張ってほしいと市長も話をされていました。 ３０日市内キリシタン遺跡発掘調査指導委員会

があり、下藤のキリシタン墓地の調査について現況と今後の進め方について協議していただきました。

その日の午後から、九州大学社会教育主事講習があり福岡県から８名が野津への農泊や山内流など見学

し、１日には市長が講師となり社会教育について話をしていただくようになっています。その他の事項

につきましてはお手元に配布しております７月行事報告表をご確認ください。以上で報告を終わります。 
 
 



3 
 

（委員長) 
   教育長の報告が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 
     （無しの声あり） 
 
（委員長） 

無ければ以上で教育長報告を終わります。 

 
 

８．議案 

（委員長) 
   これより次第３の協議事項に移ります。 
   報告第４号の専決処分の承認を求めることについて説明をお願いします。 
 
（事務局） 
   教育委員会事務局の人事異動について、専決処分をしたので報告いたします。７月１日付で社会教育

課へ首藤成吾主幹の異動がありました。 
 
（委員長） 
   説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

（無しの声あり） 
 

（委員長） 
報告第４号については、承認するということでよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

 
（委員長) 
   それでは、承認することといたします。 

次の第３４号議案については非公開となりますので傍聴人の方はご退席をお願いします。 
（傍聴人２名退席） 

 
 

 

（委員長) 
   次の議案に移る前に退席された傍聴人を再入場させてください。 

（傍聴人２名再入場） 
 
（委員長） 

第３５号議案の国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の委嘱について説明をお願いします。 
 
 
（文化・文化財課課長代理） 
   国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の任期満了に伴い、引き続き委員の委嘱を行う必要があるもので

す。名簿は３ページに掲載しております。委員長は吉田稔さんから木本邦治さんに交代されました。  

現在委員として在籍されている下山委員という方がいらっしゃるのですが、この方についてはご本人の

都合により継続が難しいとのことですので、その後任については後日決まり次第提案いたします。 
任期は平成２７年８月１日から平成２９年７月３１日までの２年間です。 
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（委員長） 
   説明が終わりました。質疑等がありましたらお願いします。 

（無しの声あり） 
 
（委員長） 

第３５号議案の国宝臼杵磨崖仏保存修理委員会委員の委嘱については、承認してよろしいですか。 

（異議なしの声あり） 

 

（委員長) 
 それでは、承認することといたします。次第４の学力向上については非公開となりますので傍聴人の

方は再度ご退席をお願いします。 
（傍聴人２名退席） 

 
 
９．学力向上について 
 

 

１０．教育予算について 
（委員長) 
   次の議案に移る前に退席された傍聴人を再入場させてください。 

（傍聴人２名再入場） 
 
（委員長） 

次に次第５の教育予算等についてですが、ご意見がありましたらお願いします。 
 （無しの声あり） 
 

１１．その他 

（委員長） 
無ければ次の議題に入ります。学校教育法施行令第８条に基づく就学校の変更の取扱いについて説明

をお願いします。 
 

（学校教育課長） 
 学校教育法施行令第８条に基づく就学校の変更の取扱いについて説明いたします。臼杵市ではお手元

の資料のとおり「臼杵市立学校通学区域設定規則の特例に関する要綱」を設けて、区域外通学に関する

許可基準等を定めていて、変更の要件については３つあります。１つめが「住居に関する理由」で、学

期途中で転居し、通学に支障がない場合などがあります。２つめが「家庭事情によるもの」で、下校時

の児童を養育することができないので、祖父母等が居住する地域の学校に就学する必要があるときなど

があります。３つめは「教育的配慮」ということで、不登校や生徒指導上の理由がある場合や支援を要

する場合などとなっています。そもそも通学校の変更の取り扱いについては保護者の申し立てがあって、

市町村教育委員会が相当と認める場合には市町村内の他の学校に変更することができるということの

必要な事項を定め、それを公表するように定められており、臼杵市でもホームページで公表しておりま

す。そうした中、文部科学省は就学校の変更についての通知を「いじめへの対応、通学の利便性などの

地理的な理由、部活動等学校独自の活動等」具体例を挙げて出していることから、臼杵市においてもそ

の理由について新しく作りたいので、委員の皆さまのご意見をお伺いしながら決めて行きたいと考えて

います。 
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（委員長） 
   社会の変容といいますか、子ども達が暮らす環境の変容に伴って、どういう条項が必要と考えられる

かということですね。就学校の変更ということで、特に通学の利便性、いじめの問題、部活動について

などがあると思います。例えば保護者である父親と母親の間の面前 DV による心理的虐待が増えてい

ることなども、この先増える可能性が高いと考えられます。今後の子どもを取り巻く社会環境の変化を

考慮してその他の事由ということも入れておいてはどうですか。 
 
（渡辺委員） 
   文部科学省の通知と、現在臼杵市が示しているもので重なっている部分がありますよね。それを整理

して、この中に該当しないようなものがある場合はその他の事由というような感じで許可基準のところ

に書けば充分ではないでしょうか。 
 
（野上委員） 
   私も項目を一つ設けるのは重くなりすぎると思うので不登校の部分にいじめや生徒指導上のことな

どを入れて、その他教育的配慮に通学距離や部活動のことを入れてもいいのではないかと思うのですが。 
 
（学校教育課長） 
   教育的配慮の許可基準の中でそれを整理していくということでよろしいでしょうか。 
 
（委員長） 
   そうですね。ある程度考えられることは入れておいた方が良いと思います。ホームページ等で公表す

るわけですから。 
 
（学校教育課長） 
   今いただいた意見を参考に作成して、また見ていただいた後ご協議していただくということでいかが

でしょうか。 
 
（委員長） 
   皆さんそれでよろしいですか。 

 （異議無しの声あり） 
 
 
（委員長） 

 では次に移ります。次の「公立で行う幼稚園教育について」は非公開となりますので傍聴人の方はご

退席をお願いします。 
（傍聴人２名退席） 

 
（委員長） 
   以上で、平成２７年７月定例教育委員会を閉会します。 


